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H 食道 表在癌 と診断 された 7例の検 討

州 内視鏡的粘膜 切除を施行 Lた 4例 を中
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当院にて平成5年の 11開顎に内視鏡的に食道表在癌 と

診断L,生検でも扇平 卜皮癌とされた症例は7例であ"

た.1例 (0-nc)は他病死 L l例 摘-昔日コ)は治療

師杏, l例 (0-班C)は :用 E.3_を合併 Lた重複癌であ り手

術とな一)た. 4例に内視鏡的粘膜切除術 伐M鋸 を施

行し上 . 1例 (0lIC1は mnl1.1例 川 1111｡1は

mm3の癌であ-jたが,2例 は -ⅢC,(卜flb)は食遺糞

のみであった.食道表在癌には淫ず 壬.:M棺 を施打し,

その後で深速度争遇残を考慮して追加離壇を選択すべき

上考:i∴′ナtI∴ T･抜十二巨二:3°hこl川1し.t法.ト:Ll:Mliluh､,

重工MRC a)二葦種を施行 Lた机 標本の大きさ, 手技の簡

硬さ､Li)Ⅰ･:九･11く('かイ川口∴1上り~111上.
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当村では 19輔 隼2月以来,齢極的に早慶消 癌 摘 測j

上Lて消化性潰痕を合併 Lたい粘膜内癌)に対して内視
鏡的だi填 (粘膜切除を雛 ･選択とL,断端陽性例や切除

1こ徒刑に村t-こく･Ll＼＼へ(;LJ･＼Sll:I(照射1!'J行-,てLt･-,･F:..

1肘:与十lJH:t'てに, 1･Il;L:L,11病変 し(i(H)001. lltl:

8竣7

(Hlil′壁 甘 くうOい1. IlLT:tlコ病変 LIT.8001,ITLl十 ItL-:こi(i

病変 (胤 2%),鶴 :8病変 (3.4%)の計 199例 も235

病変)に治療を行った.そのうち,2騰 病変 鰻7.6%)那

2cm 以 Fであった.完全切除 (王群)は88病変,断端

陽性のために LASER 追加 川 群)は63病変,LASER

単独 をⅢ群)は84病変であ-jた. 予後では, 王群および

畳ま群には l例 も再発は認めず, EI群の車で5病変 絹.0

%)に局所再発を認めた.

工夫

- 透 明先端 キ ャ ップを用 いて-
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従来, L部消化管出血に対する内視鏡的止血勉匿とL

て,当院では 生にクlトリブ法と無水ユタノ-ル局注法と

を行 -)ていたが,止血法や使用フ717ミ…の選択は,症

例 ごとに経験的に決定 Lていた01993年日月以来,内

税銘的まじめも勉匿の際に,前方直視鏡先端に透明キャップ

を装着 L,その中に出血点を入れることで病変の正蘭祝予

視野の安定が得ど〕れ亮二.この結果,フ一一ド使用前に比べ,

クl),ソプ法,ユタノ-ル局注法ともに虚血の確実性が増

し 手技が容易となった.

今回,当院の最近の内視鏡的止血処置施行の状況とあ

わせて報告する.

4)単心室症限治術後に生 L:た食道 静脈癖 が硯血
を来た.し,n!'t._て l=rl汗 得た 6 ･YF/iIL711例
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小児先人性心疾患限折衝後で, Lかも短期間の間に食

道静脈痴発症報告例は認め汽:か-ブたため今回ここに緒言すI--

する.

症例く･.=う11L)ll,ll, I∫)JJ検診時に心維汀指摘 され当P′こ

小児科紹介登鼠 以後外来通院中であった.

1IL日､上 心臓-I)･7･-:;-,L怜Fr.にて中心JIL瑚:Ill-.診断. 1)

†日､上 Shu111T'.i'Fi施行.

今回Itii,/L､｣圭根治術 T.帆 (i/川1tiln T･術11日｢畑こて､l'JFILi:

外相に入院.
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